
談
話
論
か
ら
み
た
命
令
表
現

・は
じ
め
に

命
令
表
現
は
、
ど
う
定
義
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、

次
の
川
凶
は
、
命
令
表
現
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

川
「
外
に
出
ろ
。
」

ω
「
外
に
出
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

よ
く
な
さ
れ
る
分
類
は
、
川
の
「
外
に
出
ろ
」
を
「
命
令
表

現
」
と
し
、
凶
の
「
外
に
出
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」
を

「
依
頼
表
現
」
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来

の
研
究
で
は
、
「
j
表
現
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
定
義
づ
け
が
必

ず
し
も
明
確
に
行
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

こ
こ
で
は
、
社
会
、
場
面
意
識
、
言
語
内
容
、
言
語
形
式
の
四

沖
裕
子

つ
の
特
徴
を
視
野
に
入
れ
た
談
話
論
の
立
場
か
ら
、

「
命
令
表
現
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

日
本
語
の

2

命
令
と
い
う
言
語
行
動

会
話
は
相
互
行
為
で
あ
る
。
現
実
世
界
に
住
ま
う
会
話
参
加
者

が
、
来
歴
を
負
っ
て
会
話
を
交
わ
す
。
こ
う
し
た
、
相
互
行
為
で

あ
る
言
語
行
動
に
み
ら
れ
る
談
話
に
注
目
す
る
と
、
川
凶
の
よ
う

な
、
記
号
列
の
み
に
注
目
し
た
の
で
は
、
談
話
表
現
の
位
置
づ
け

が
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。

た
と
え
ば
、
仰
の
会
話
は
、
制
度
的
権
力
に
擁
護
さ
れ
た
状
況

で
あ
る
。
容
疑
者
A
は
、
警
察
官
B
の
発
話
に
従
っ
た
行
為
を
実
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談話論からみた命令表現

現
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
拒
否
す
れ
ば
、
罰
則
が
加
え
ら
れ

る
（
注
1
）。

ω容
疑
者
A
と
警
察
官
B
の
会
話

A

言
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
な
あ
。

B

な
ん
だ
っ
て
。
州
叫
削
刷
。

※
〔
A
は
、
拒
否
で
き
な
い
。〕

〔

A
が
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
罰
則
が
加
え
ら
れ
る
。〕

そ
れ
に
対
し
て
、
友
人
ど
う
し
の
場
合
、
凶
は
、
確
か
に
動
詞

命
令
形
を
使
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
発
話
の
効
力
は
保
証
さ
れ
て

し
な
し
。

凶
友
人
同
士
の
会
話

A

な
ん
だ
っ
て
？
州
叫
削
刻
。

B

（
笑
い
な
が
ら
）
な
に
怒
っ
て
る
ん
だ
？

ま
た
、
次
の
同
の
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。
患
者
A
と
主
治
医
B

の
会
話
で
あ
れ
ば
、
「
外
に
出
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」

は
、
敬
語
形
を
用
い
た
丁
寧
な
依
頼
と
感
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
現
実
世
界
の
暗
黙
の
秩
序
の
な
か
で
、
患
者
A
が
主
治

医
B
の
こ
と
ば
に
従
わ
な
け
れ
ば
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
、
患
者

A
は
結
果
的
に
良
好
な
治
療
を
受
け
に
く
く
な
る
と
い
う
結
果
が

生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
慣
行
に
お
け
る
力
関
係
も
、

本
論
で
は
「
制
度
」
と
い
う
術
語
に
含
め
て
使
用
す
る
。
す
る

と
、
同
は
、

ωと
同
様
の
性
質
を
有
し
て
い
る
。

同
患
者
A
と
主
治
医
B
の
会
話

A

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
。

B

そ
う
で
す
か
。
で
は
、
い
っ
た
ん
、
州
叫
削
寸
川
剖
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
〔
A
は
、
拒
否
し
に
く
い
。〕

〔

A
が
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
制
度
的
不
利
益
を
被
る
可
能
性

が
生
ず
る
。〕

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
談
話
表
現
と
は
、

グ
言
語
表
現
グ
ば

か
り
で
は
な
く
、
現
実
世
界
の
〔
事
態
〕
の
あ
り
か
た
に
よ
っ

て
、
規
定
さ
れ
る
側
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

3

命
令
表
現
の
定
義

日
本
語
談
話
は
、
成
員
が
、
〔
事
態
〕
一
意
識
一

《
内
容
》
グ
表

現
グ
の
困
層
に
同
時
に
注
目
す
る
こ
と
で
運
用
さ
れ
て
い
る
（
沖

裕
子
二

O

一O
、
沖
裕
子
・
趨
華
敏
二
O

一O
）。
相
手
行
為
を
う
な

が
す
談
話
を
構
築
す
る
グ
言
語
表
現
グ
は
、
こ
と
ば
と
し
て
記
号

ど
お
り
の
意
味
を
も
た
せ
る
こ
と
よ
り
も
、
こ
の
困
層
す
べ
て

を
理
解
す
る
た
め
の
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
日
本
語
談

話
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
指
標
型
言
語
」
と
呼
ん
で
お
く
（
沖
裕
子

二
O
二ニ
）。

談
話
は
、
こ
の
困
層
が
同
時
に
結
節
し
て
い
る
と
考
え
る
と
、
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［二よ謀長調m 
言
語
共
同
体
に
お
け
る
現
実
世
界
の
社
会
制
度
の
な
か
で
強
制
力

を
持
ち
（
〔
事
態
〕
）
、
そ
の
強
制
の
し
く
み
に
し
た
が
う
規
範
意
識

が
成
員
に
共
有
さ
れ
て
（
一
意
識
一
）
、
権
力
に
よ
っ
て
相
手
を
動

か
す
こ
と
（
《内
容
》
）
を
、
相
手
に
伝
え
る
表
現
（
グ
表
現
グ
）
が
、

命
令
表
現
で
あ
る
、
と
定
義
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
制
度
的
権
力

の
支
え
を
得
て
、
相
手
の
行
為
を
指
定
拘
束
す
る
内
容
を
言
語
化

し
た
表
現
が
命
令
表
現
で
あ
る
。
制
度
的
権
力
の
支
え
を
得
て
い

る
点
で
、
要
求
表
現
や
依
頼
表
現
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

4

日
本
語
の
命
令
表
現
を
成
立
さ
せ
る
〔
事
態
〕

と
｛
意
識
｝

日
常
場
面
で
あ
か
ら
さ
ま
に
命
令
表
現
が
使
用
さ
れ
る
〔
事

態
〕
は
、
現
代
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
観
察
さ
れ
な
い
。
人
間
関
係

の
な
か
に
、
従
わ
せ
、
従
う
よ
う
な
慣
習
的
制
度
〔
命
令
〕
が
少

な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
親
子
の
間
で
も
、
〔
命
令
〕
が
通
用

す
る
こ
と
は
め
ず
ら
し
い
。
ま
た
、
日
本
型
民
主
主
義
が
普
及
し

た
現
代
日
本
社
会
は
個
人
の
理
解
と
納
得
の
う
え
に
運
営
さ
れ
る

た
め
、
一
見
し
て
明
確
な
カ
タ
チ
を
も
っ
〔
命
令
〕
が
姿
を
消
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
契
約
」
と
い
う
概
念
や
制
度
は
あ
る
が
、

慣
行
と
し
て
は
根
付
い
て
い
な
い
社
会
の
あ
り
か
た
と
も
か
か

わ
っ
て
い
る
。
職
掌
や
規
律
も
、
職
場
で
働
き
な
が
ら
覚
え
る
側

面
が
強
く
、
成
員
の
合
意
と
自
覚
に
よ
る
社
会
形
成
が
促
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
が
お
お
よ
そ
機
能
し
て
い
る
社
会
で
も
あ
る
。

他
方
、
一
意
識
一
の
点
か
ら
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。

〔
命
令
〕
は
、
制
度
に
支
え
ら
れ
た
一
支
配
被
支
配
の
当
然
性

の
認
識
一
の
な
か
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
発
話
者
と

受
話
者
の
双
方
が
、
と
も
に
同
じ
〔
事
態
〕
を
共
有
し
、
同
じ
意

識
で
こ
の
事
態
を
と
ら
え
な
け
れ
ば
、
〔
命
令
〕
と
い
う
行
為
が

成
立
し
な
い
。
〔
事
態
〕
が
、
権
力
に
よ
る
罰
則
と
い
う
強
制
を

も
っ
て
支
配
被
支
配
を
用
意
し
て
い
て
も
、
発
話
者
の
一
意
識
一

が
そ
れ
を
認
識
し
て
い
な
け
れ
ば
、
会
話
に
お
け
る
〔
命
令
〕
は

成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
逆
に
、
仮
に
〔
事
態
〕
が
（
命
令
〕
で
な
く
て

も
、
発
話
者
、
受
話
者
両
者
の
一
意
識
一
が
一
命
令
一
と
と
ら
え

れ
ば
、
そ
こ
に
〔
命
令
〕
と
い
う
事
態
が
出
現
す
る
こ
と
で
も
あ

る
。
こ
の
と
き
の
要
点
は
、
発
話
者
、
受
話
者
の
片
方
だ
け
の
意

識
で
は
な
く
、
両
者
の
意
識
が
揃
う
と
、
事
態
を
〔
命
令
〕
と
し

て
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

意
識
が
現
実
の
と
ら
え
か
た
を
変
え
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

あ
る
家
の
親
子
が
、
と
も
に
一
親
の
意
見
に
子
は
従
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
一
と
す
る
意
識
を
も
っ
て
い
れ
ば
、
そ
こ
に
命
令
談
話

が
成
立
す
る
の
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
日
本
語
談
話
で
は
、
発
話
者
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と
受
話
者
が
共
同
し
て
場
面
を
構
築
し
て
い
る
意
識
が
強
い

（倉

持
益
子
二
O
二
二
）。
そ
の
た
め
、
命
令
表
現
が
現
実
の
〔
事
態
〕

を
変
え
る
効
力
を
も
つ
た
め
に
は
、
間
接
的
な
表
現
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
一
命
令
一
で
あ
る
と
わ
き
ま
え
、
察
す
る
、
両
者
の

意
識
の
す
り
合
わ
せ
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
逆
手
に
と
る
と
、
本
来
の
事
態
と
し
て
は
〔
命
令
〕
で

は
な
い
も
の
も
、
（
命
令
〕
と
し
て
遂
行
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も

で
き
る
。

5

命
令
表
現
の
〈
内
容
〉
と
グ
表
現
グ

談話論からみた命令表現

《命
令
》
は
、
内
容
的
に
、
相
手
行
為
を
指
定
拘
束
す
る
も
の

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
外
に
出
る
」
と
い
う
相
手
の
行
為
を
指

定
す
る
内
容
を
伝
え
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、

グ
表
現
／グ
に
お
け
〈

る
特
徴
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

日
本
語
談
話
が
指
標
型
言
語
の
特
徴
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

グ
表

現
グ
の
カ
タ
チ
は
、
自
由
度
が
高
い
。
発
話
者
は
、

グ
表
現
／グ
と

い
う
カ
タ
チ
を
通
し
て
、
〔
事
態
〕
一
意
識
一

《
内
容
》
に
注
意
を

払
っ
て
い
る
（
注
2
）。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
三
層
の
あ
り
ょ
う

が
受
話
者
に
伝
わ
る
表
現
選
択
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
受
話
者
の
受
容
傾
向
を
見
定
め
て
発
話
構
成
を
お
こ
な
う
発

話
者
の
表
現
能
力
や
、
受
話
者
の
受
容
能
力
そ
の
も
の
に
よ
っ
て

も
、
伝
達
の
効
力
は
左
右
さ
れ
る
。

日
本
語
談
話
の
グ
表
現
／グ
は
、
事
態
、
意
識
、
談
話
内
容
を
、

〔
命
令
〕
一
命
令
一

《
命
令
》
と
し
て
伝
達
で
き
る
よ
う
に
選
択
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
表
現
に
よ
っ
て
は
、
〔
事
態
〕
と
、
受

話
者
の
気
づ
き
と
い
う
一
意
識
一
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
グ
命

令
グ
だ
と
は
分
か
り
に
く
い
場
合
も
あ
っ
て
、
談
話
表
現
の
間
接

性
が
高
い
（
後
述
8
節
）
。
「
出
ろ
」
の
よ
う
に
、

グ
命
令
グ
を
直
接

あ
ら
わ
す
言
語
形
式
を
選
択
す
る
こ
と
は
、
日
本
語
の
言
語
表
現

と
し
て
は
拙
く
、
摩
擦
が
大
き
い
。
い
か
に
直
接
的
な
命
令
で
は

な
い
表
現
で
、
事
態
、
意
識
、
内
容
と
し
て
の
命
令
を
伝
え
る

か
。
あ
か
ら
さ
ま
に
言
語
表
現
化
せ
ず
に
伝
え
、
そ
れ
を
す
み
や

か
に
理
解
す
る
と
い
う
、
「
わ
き
ま
え
・
察
し
／
見
立
て
・
ゃ
っ

し
」
の
重
視
（
注
3
）
が
、
現
代
日
本
語
談
話
の
し
く
み
の
基
本

に
あ
る
（
沖
裕
子
二
O
二
二
）
。

ま
た
、
日
本
社
会
は
、
こ
う
し
た

談
話
行
動
に
よ
っ
て
、
安
定
し
た
社
会
秩
序
を
作
り
出
し
て
い
る

社
会
で
あ
る
。

以
下
、
言
語
体
系
に
即
し
て
、
表
現
の
形
態
と
意
味
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
述
べ
た
い
。

6

形
態
法
か
ら
み
た
命
令
表
現

英
米
語
で
は
、

た
と
え
ば

β
。
日
生
ョ
の
よ
う
に
グ
動
詞
命
令
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形
を
用
い
た
命
令
表
現
グ
が
抵
抗
な
く
成
立
す
る
こ
と
に
比
べ
る

と
、
現
代
日
本
語
で
は
、
動
詞
命
令
形
を
用
い
た
命
令
表
現
は
、

ほ
と
ん
ど
使
用
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
緊
急
の
場
合
に
も
、

「
逃
げ
ろ
！
」
が
言
い
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
水
谷
静
夫
二
O
一
こ
。

日
本
語
の
動
詞
命
令
形
を
用
い
た
命
令
表
現
は
、
相
手
行
為

を
直
接
指
定
す
る

《
拘
束
》
を
意
味
す
る
グ
命
令
形
グ
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
〈
強
い
命
令
〉
で
あ
る
。
方
言
に
よ
っ
て
は
、
「
ハ
ヤ

ク
イ
ケ
」
な
ど
の
グ
命
令
形
命
令
グ
が

〈強
い
命
令
〉、
「
ハ
ヤ

ク
イ
キ
」
な
ど
の
グ
連
用
形
命
令
グ
や
、
終
助
調
を
付
加
し
た

「
ハ
ヤ
ク
イ
ケ
ヤ
」
な
ど
が

〈弱
い
命
令
〉
に
な
る
地
域
も
あ

る
。
東
京
共
通
語
で
は
、
接
辞
テ
を
添
え
た
、
「
ハ
ヤ
タ
イ
ツ

テ
」
や
、
省
略
せ
ず
「
ハ
ヤ
ク
イ
ッ
テ
ク
ダ
サ
イ
」
と
述
べ
る

こ
と
が
、
〈
弱
い
命
令
〉
に
な
る
。
現
代
日
本
語
で
は
、
こ
う
し

た

〈弱
い
命
令
〉
を
表
す
グ
命
令
表
現
グ
が
主
流
で
、
動
詞
命
令

形
を
用
い
た

〈強
い
命
令
〉
は
、
出
番
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。〈
弱

い
命
令
〉
は
、
「
命
令
」
の
も
つ
制
度
的
拘
束
力
が
弱
く
、
依
頼
・

勧
め
・
要
求
の
表
現
と
連
続
的
で
あ
る
（
蒲
谷
宏
・
川
口
義

一
・坂

本
恵

一
九
九
八
）
。

発
話
時
に
命
令
の
意
味
を
担
え
る
用
言
複
合
体
は
、
次
節
の
文

タ
イ
プ
の
と
こ
ろ
で
列
挙
す
る
。

？？ 
文i
タi
ィ；
フ：
かi
らi
み i
たi
命！
＂＇°＂＇孟T.J I 
表j
現j

表
現
は
、
語
葉
、
文
法
と
関
係
す
る
。
文
意
と
し
て

《命
令
》

を
表
す
文
タ
イ
プ
に
は
、

①
相
手
行
為
の
指
定
、

②
相
手
行
為
禁

止
の
指
定
、

③
手
前
（
話
し
手
）
行
為
強
要
受
入
の
指
定
、
と
い

う
三
種
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
を
組
み
立
て
る
、
語
葉

的
、
形
態
的
特
徴
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、
日

常
談
話
に
お
け
る
使
用
頻
度
は
考
慮
に
入
れ
ず
、
現
代
共
通
語
と

し
て
不
自
然
で
は
な
い
と
内
省
さ
れ
る
表
現
の
一
部
を
列
挙
す

る
。
な
お
、
命
令
形
以
外
の
表
現
は
、
命
令
だ
け
で
は
な
く
、
依

頼
、
勧
め
な
ど
の
意
味
も
も
ち
、
表
現
的
意
味
は
多
義
で
あ
る

（沖
裕
子
一
九
九
五
）
。
使
用
さ
れ
た
発
話
場
面
の
な
か
で
、
表
現

的
意
味
が
決
定
さ
れ
て
い
く
。

①
相
手
行
為
を
指
定
す
る
文

「
外
に
出
ろ
」
（
動
詞
命
令
形
、
※
ヨ
後
接
可
）
、
「
外
に
出
る
」

（
終
止
形
命
令
）
、
「
外
に
出
て
」
（
連
用
中
止
命
令
形
、
※
ヨ
後
接

可
）
、
「
外
に
出
ょ
う
」
（
動
詞
志
向
形
）
、
「
外
に
出
る
ん
だ
」

（
ノ
ダ
文
、
※
ヨ
後
接
可
）
、
「
外
に
出
て
く
れ
」
（
僑
辞
ク
レ
ル

の
命
令
形
）
、
「
外
に
出
て
も
ら
う
」
（
情
辞
モ
ラ
ウ
の
終
止
形
命

令
、
※
ヨ
後
接
可
）
、
「
外
に
出
て
も
ら
お
う
」
（
僑
辞
モ
ラ
ウ
の

志
向
形
）
、
「
外
に
出
て
も
ら
い
た
い
」
（
情
辞
モ
ラ
ウ
＋
接
辞

タ
イ
の
終
止
形
命
令
）
、
「
外
に
出
た
、
出
た
」
（
動
調
過
去
形
の
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繰
り
返
し
）

②
相
手
行
為
の
禁
止
を
指
定
す
る
文

「
外
に
出
る
な
」
（
禁
止
終
助
詞
ナ
の
後
接
）
、
「
外
に
出
な
い

で
」
（
連
用
中
止
命
令
形
）
、
「
外
に
は
出
ら
れ
な
い
」
（
情
辞
ラ

レ
ル
＋
接
辞
ナ
イ
一
意
味
的
に
は
状
況
不
可
能
）
、
「
外
に
出
て
は

い
け
な
い
」
（
迂
言
的
表
現
シ
ー
テ
H

ハ
H

イ
ケ
ー
ナ
イ
）
、
「
外

に
出
て
は
だ
め
」
（
迂
言
的
表
現
シ
ー
テ
H

ハ
H

ダ
メ
）
、
「
外
に

出
て
も
ら
っ
て
は
困
る
」
（
迂
言
的
表
現
シ
ー
テ
H

モ
ラ
ッ
i

テ

H

ハ
H

コ
マ
ル
）
※
以
上
す
べ
て
終
助
詞
ヨ
の
後
接
が
可
能
。

③
手
前
（
話
し
手
）
行
為
強
要
の
受
入
を
指
定
す
る
文

「
上
が
る
よ
」
（
終
助
詞
ヨ
の
後
接
）
、
「
上
が
ら
せ
て
も
ら
う

よ」

（使
役
接
辞
サ
セ
ル
、
情
辞
モ
ラ
ウ
、
終
助
調
ヨ
の
後
接
）
、

「
上
が
ら
せ
て
も
ら
お
う
」
（
使
役
接
辞
サ
セ
ル
、
情
辞
モ
ラ
ウ

の
志
向
形
）
、
「
上
が
ら
せ
て
く
れ
」
（
使
役
接
辞
サ
セ
ル
、
傍
辞

ク
レ
ル
の
命
令
形
）

談話論からみた命令表現

8

談
話
法
か
ら
み
た
命
令
表
現

語
や
文
に
よ
る
命
令
表
現
（
第

一
次
命
令
表
現
）
は
、
そ
う
し
た

形
態
や
文
を
耳
に
し
た
だ
け
で
、
命
令
と
感
じ
ら
れ
る
可
能
性
が

高
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
談
話
全
体
で
命
令
を
表
現
し
て
い
く
こ

と
が
あ
る
（
第
二
次
命
令
表
現）
。
複
雑
な
状
況
を
ふ
ま
え
な
が
ら

相
手
行
為
を
動
か
す
よ
う
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
談
話
の
動

的
展
開
の
な
か
で
、
間
接
的
に
命
令
を
受
話
者
に
さ
と
ら
せ
る
方

法
が
と
ら
れ
る
。
現
代
日
本
語
の
日
常
談
話
に
は
、
こ
う
し
た
タ

イ
プ
の
命
令
は
よ
く
観
察
さ
れ
る
。

第
一
次
命
令
表
現
を
用
い
る
の
は
、
お
互
い
に
状
況
が
は
っ
き

り
し
て
い
て
、
端
的
に
命
令
を
伝
え
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
第
二
次
命
令
表
現
、
す
な
わ
ち
、
談
話
的
命
令
表

現
は
、
一
意
識
一
を
ふ
り
む
け
、
〔
事
態
〕
の
理
解
を
促
す
こ
と

で
、
〔
命
令
〕
が
可
能
な
社
会
的
秩
序
を
構
築
し
つ
つ

《
内
容
》

を
伝
え
る
よ
う
な
場
合
に
使
用
さ
れ
る
。
日
本
社
会
は
、
組
織
制

度
上
、
命
令
権
を
確
立
さ
せ
た
う
え
で
責
任
の
所
在
と
権
限
の
範

囲
を
明
示
化
す
る
社
会
で
は
な
い
。
つ
ま
り
は
、
社
会
秩
序
の
う

え
で
は
〔
命
令
〕
が
可
能
で
あ
る
場
合
に
も
、
あ
か
ら
さ
ま
な

グ
命
令
グ
と
し
て
伝
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
話

し
手
と
相
手
と
の
合
意
の
な
か
で
、
そ
れ
が
命
令
で
あ
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
る
と
い
う
段
階
が
必
要
で
あ
る
。
理
解
で
き
な
い
受

け
手
、
ま
た
は
、
是
認
で
き
な
い
受
け
手
に
あ
っ
て
は
、
話
し

手
の
一
命
令
一
意
図
や
、
〔
命
令
〕
の
正
統
性
が
正
し
く
伝
わ
ら

な
い
か
、
い
な
さ
れ
る
可
能
性
を
常
に
は
ら
ん
で
い
る
（
沖
裕
子

一
九
九
四
）
。

会
話
の
や
り
と
り
全
体
の
な
か
で
一
命
令
一
の
意
図
を
伝
え
る

場
合
、
表
現
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
見
立
て
ら
れ
、
ゃ
っ
さ
れ
て
（
沖
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 ..~；ょ認識
裕
子
二

O
二
二）
、
伝
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
談
話
を

内
省
し
、
例
示
し
た
い
。
第
二
次
命
令
表
現
で
は
、
も
ち
か
け
な

が
ら
、
そ
う
し
ろ
、
と
勧
め
た
り
、
頼
ん
だ
り
、
行
為
の
確
認
を

行
う
な
ど
の
な
か
で
、
相
手
行
為
の
指
定
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
談
話
レ
ベ
ル
の
命
令
は
、
依
頼
や
勧
め
な
ど
と
分
別
が
困
難

な
形
式
（

一
例
と
し
て
倒
的
の
傍
線
部
）
を
部
分
的
に
用
い
な
が
ら
、

談
話
全
体
で
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

同
（
作
例
談
話
）

A
／
大
学
指
導
教
員

B
／
学

生

場

所

／

A
教
授
の
研
究
室
状
況
／
単
位
を
落
と
し
そ
う
な
学
生
へ

の
履
修
指
導

A

え
え
と
、
学
務
か
ら
の
通
知
に
よ
る
と
余
り
成
績
が
よ

く
な
い
で
す
ね

O

B

す
み
ま
せ
ん
、
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
。

A

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
。

B

え
え
と
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
よ
く
分
か
ら
な
く
て
o

A

そ
う
で
す
か
。
で
は
、
ま
ず
、
卒
業
に
ど
う
し
て
も
必

要
な
単
位
に

O
を
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

B

は
い
、
こ
の
科
目
と
、
こ
れ
と
、
こ
れ
で
す
。

A

で
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
勉
強
の
し
か
た
は
分
か

り
ま
す
か
？

B

は
い
、
大
体
分
か
り
ま
す
が
、

は
よ
く
分
か
ら
な
く
て
。

こ
の
先
生
の
講
義
だ
け

そ
う
で
す
か
。（
シ
ラ
パ
ス
を
開
く
。）

シ
ラ
パ
ス
を
見
る

と
、
教
科
書
の
指
定
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
参
考
文
献
が

あ
が
っ
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
、
も
う
入
手
し
て
読
ん
で

み
ま
し
た
か
？

B

い
い
え
、
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

A

そ
う
で
す
か
。
そ
れ
で
は
、
あ
ま
り
値
段
が
高
く
は
な

い
の
で
、
ま
ず
、
こ
の
参
考
文
献
を
買
い
ま
し
ょ
う
か
。



 

そ
し
て
、
と
に
か
く
読
ん
で
み
る
、
と
い
う
の
は
ど
う
で

す
か
。

B

は
い
、
分
か
り
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
や
り
ま
す
。

A

は
い
、
そ
れ
で
は
、
そ
う
し
て
く
だ
さ
い
。

的
（
作
例
談
話
）

A
V
B
V
C
の
序
列
が
あ
る
先
輩
後
輩
関
係

場
所
／
A
の
自
宅
状
況
／
サ
ー
ク
ル
の
飲
み
会
で
、

A
が

手
料
理
で
部
員
を
も
て
な
す

B

遅
れ
て
す
み
ま
せ
ん
。
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。

C

全
員
揃
い
ま
し
た
。

A

ょ
う
し
、
そ
れ
で
は
、
乾
杯
。

て
。

A 

さ
あ
、

食
べ
て
、

食
J、

B 

先
輩
、
お
い
し
そ
う
な
ん
で
す
が
、
俺
、
こ
れ
、
食
べ

ら
れ
な
く
て
。

そ
う
か
。
で
も
、
折
角
作
っ
た
ん
だ
か
ら
、
少
し
だ
け

で
も
べ
て
み
て
よ
。

A 
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B 

（
頭
を
掻
い
て
）
わ
ざ
わ
ざ
言
わ
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
な
あ
。

（
笑
い
な
が
ら
）
そ
う
だ
よ
な
あ
。

は
い
、
い
た
だ
き
ま
す
。

A B 9

お
わ
り
に

談話論からみた命令表現

以
上
、
命
令
表
現
を
、
談
話
論
か
ら
と
ら
え
て
考
察
し
た
。
日

本
語
に
お
け
る
談
話
表
現
は
、
話
し
手
と
聞
き
手
が
、
〔
事
態
〕

一
意
識
一

《
内
容
》
グ
表
現
グ
の
四
層
に
同
時
に
注
目
す
る
発
話
態

度
が
基
底
に
あ
る
。
命
令
表
現
と
は
、
〔
事
態
〕
に
お
け
る
制
度

的
強
制
を
得
て
、

《
相
手
行
為
を
指
定
す
る
》
談
話
で
あ
る
。
話

し
手
と
聞
き
手
双
方
の
一
意
識
一
が
、
そ
の
暗
黙
の
強
制
的
秩

序
を
認
め
た
と
き
、
命
令
表
現
が
命
令
表
現
と
し
て
成
立
す
る
。

グ
表
現
グ
は
、
形
態
、
文
、
談
話
の
三
レ
ベ
ル
の
言
語
表
現
が
使

用
さ
れ
る
。
話
し
手
と
聞
き
手
が
〔
事
態
〕
を
ま
ぎ
れ
な
く
把
握

し
て
い
る
と
き
は
、
第
一
次
命
令
表
現
が
使
用
さ
れ
る
。
第
一
次

命
令
表
現
と
は
、
用
言
複
合
体
の
命
令
形
使
用
な
ど
の
明
示
的
、

直
接
的
な
形
態
法
や
、
話
し
手
の
命
令
意
志
を
伝
達
す
る
一
文
に

よ
る
。
し
か
し
、
状
況
が
複
雑
で
、
〔
事
態
〕
を
理
解
さ
せ
一
意

識
一
を
整
え
た
う
え
で

《
命
令
》
を
伝
え
る
場
合
に
は
、
談
話
を

用
い
た
第
二
次
命
令
表
現
が
使
用
さ
れ
る
。
日
本
語
に
お
け
る
命

令
談
話
は
、
命
令
で
あ
る
こ
と
を
直
接
的
に
言
語
表
現
せ
ず
、
依

頼
、
提
言
、
勧
誘
な
ど
様
々
な
話
種
を
駆
使
し
な
が
ら
、
談
話
全

体
で
理
解
を
、
つ
な
が
し
、
間
接
性
高
く
伝
達
さ
れ
る
。

付
記
本
論
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
削
「
発
想

と
表
現
か
ら
み
る
日
本
語
談
話
の
対
照
談
話
論
的
研
究
」
（
課
題
番
号

／
Nお
N
S
g、
研
究
代
表
者
／
沖
裕
子
）
に
よ
る
成
果
の

一
部
で
あ
る

こ
と
を
記
し
、
謝
意
を
表
し
ま
す
。

注1

本
論
の
用
例
は
、
論
者
の
内
省
談
話
資
料
に
よ
る
。
意
味
分
析
に
お

け
る
作
例
に
な
ら
っ
て
得
た
用
例
が
内
省
談
話
資
料
（
H

作
例
談
話
）

で
あ
る
。
実
例
だ
け
で
は
不
十
分
な
場
合
を
補
い
、
ま
た
、
適
切
で
は

な
い
談
話
の
作
例
も
可
能
に
な
る
。
談
話
の
考
察
に
は
、
そ
の
長
所
と

短
所
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
有
効
に
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

2

こ
の
と
き
、
発
話
者
と
受
話
者
は
と
も
に
場
面
を
形
成
し
て
お
り
、

か
た
ほ
う
が
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
場
面
の
均
衡
が
破
れ
る
と
い
う
と

ら
え
方
を
し
て
い
る
（
井
上
優
二

O
二二）

こ
と
も
、
日
本
語
談
話
に

お
け
る
場
面
意
識
の
特
徴
で
あ
る
。

3

見
立
て
と
は
、
何
か
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、
落
語
で

扇
子
を
煙
管
に
見
立
て
る
、
な
ど
。
ゃ
っ
し
と
は
、
外
形
を
変
え
る
こ

と
。
た
と
え
ば
、
義
経
が
弁
慶
の
家
来
に
身
を
や
っ
す
、
な
ど
。
い
ず

れ
も
日
本
の
伝
統
的
発
想
と
表
現
で
あ
る
。
沖
裕
子
（
二
O
二
ニ
）
で

は
、
見
立
て
と
仕
立
て
と
し
て
、
こ
の
発
想
と
表
現
が
日
本
語
の
談
話

展
開
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
見
立
て
と
や
っ
し
と
し
た

ほ
う
が
よ
い
。

参
考
文
献

井
出
祥
子
（
二

O
O
六）

『わ
き
ま
え
の
語
用
論
』
大
修
館
書
店
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井
上
優
（
二

O
二
ニ
）
『
相
席
で
黙
っ
て
い
ら
れ
る
か
｜
日
中
言
語
行
動

比
較
論
｜
』
岩
波
書
店

沖
裕
子
（
一
九
九
四
）
「
方
言
に
み
る
感
謝
表
現
の
成
立
｜
発
話
受
話
行

為
の
分
析
｜
」
『
日
本
語
学
』
第
一
三
巻
第
八
号
［
沖
裕
子
（
二

O
O
六）

に
収
載
］

沖
裕
子
（
一
九
九
五
）
「
勧
め
的
依
頼
表
現
に
つ
い
て
」
『
日
本
語
学
』
第

一
四
巻
第
一
一
号
明
治
書
院
［
沖
裕
子
（
二

O
O
六
）
に
収
載
］

沖
裕
子
（
二

O
O
六
）
『
日
本
語
談
話
論
』
和
泉
書
院

沖
裕
子
（
二

O
O
九
）
「
発
想
と
表
現
の
地
域
差
」
「
月
刊
言
語
』
第
三
八

巻
第
四
号
大
修
館
書
店

沖
裕
子
（
二

O
一
O
）
「
日
本
語
依
頼
談
話
の
結
節
法
」
『
日
本
語
学
研

究
』
韓
国
日
本
語
学
会
ソ
ウ
ル

沖
裕
子
（
二

O
二
二
）
「
談
話
種
変
換
法
か
ら
み
た
日
本
語
談
話
の
特
徴

ー
わ
き
ま
え
・
察
し
・
見
立
て
・
仕
立
て
」
『
明
海
日
本
語
第
日
号

増
刊
号
井
上
史
雄
先
生
古
希
祝
い
オ
ン
ラ
イ
ン
論
文
集
』
明
海
大
学

日
本
語
学
会

沖
裕
子
・
美
錫
祐
・
越
華
敏
・
西
尾
純
二
（
二

O
一
こ
「
第
初
回
研
究

大
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
日
本
語
談
話
の
発
想
と
表
現
」
『
社
会
言
語

科
学
』
第
一
三
巻
第
二
号

沖
裕
子
・
趨
華
敏
（
二

O
一
O
）
「
発
想
と
表
現
か
ら
み
る
日
本
語
依
頼

談
話
の
し
く
み
と
指
導
」
『
日
本
語
教
育
与
日
本
語
学
研
究
』
第
五
号

上
海

生
越
直
樹
（
二

O
二
二
「
「
配
慮
」
の
示
し
方
｜
日
本
と
韓
国
の
言
語
行

動
の
比
較
か
ら
l
」
三
宅
他
編
『
「
配
慮
」
は
ど
の
よ
う
に
示
さ
れ
る

か
」
ひ
つ
じ
書
房

蒲
谷
宏
・
川
口
義
一
・
坂
本
恵
（
一
九
九
八
）

店
国
広
哲
弥
編
（
一
九
八
二
）

修
館
書
店

『
日
英
語
比
較
講
座
4

『
敬
語
表
現
』

大
修
館
書

発
想
と
表
現
』
大

倉
持
益
子
（
二

O
二
二
）
「
あ
い
さ
つ
言
葉
の
変
化
」
『
明
海
日
本
語
学

第
時
号
増
刊
号
井
上
史
雄
先
生
古
稀
祝
い
オ
ン
ラ
イ
ン
論
文
集
』

明
海
大
学
日
本
語
学
会

坂
本
恵
・
醇
鳴
（
二

O
一
一
）
「
敬
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
す

る
文
化
的
な
違
い
に
つ
い
て
」
修
剛
・
李
伝
博
監
修
『
異
文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
日
本
語
教
育
』
高
等
教
育
出
版
北
京

鶴
見
俊
輔
（
一
九
九
五
）
『
神
話
的
時
間
』
熊
本
こ
ど
も
の
本
の
研
究
会

浜
田
寿
美
男
（
一
九
九
五
）
『
意
味
か
ら
言
葉
へ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

日
高
水
穂
（
二

O
二
一
）
「
「
察
し
合
い
」
の
談
話
展
開
に
み
ら
れ
る
日
本

語
の
配
慮
言
語
行
動
」
三
宅
他
編
（
二

O
二
乙
『
「
配
慮
」
は
ど
の
よ

う
に
示
さ
れ
る
か
』
ひ
つ
じ
書
房

水
谷
静
夫
（
二

O
一
一
）
『
曲
が
り
角
の
日
本
誌
巴
岩
波
書
店

宮
岡
伯
人
（
二

O
O
二
）
『
「
語
」
と
は
何
か
｜
エ
ス
キ
モ
ー
語
か
ら
日
本

語
を
み
る
｜
』
三
省
堂

三
宅
和
子
・
野
田
尚
史

・
生
越
直
樹
編

（二

O
二一）

よ
う
に
示
さ
れ
る
か
』
ひ
つ
じ
書
房（

お
き
・
ひ
ろ
こ

「
「
配
慮
」

は
ど
の

信
州
大
学
教
授
）
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